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互いにわかり合うよろこびを感じる英語の学習
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研究の目的
英語で自分の考えを伝え合うことを通して互いにわかり合うよろこびを感

じる英語の学習を明らかにすること

キーワード 英語の学習学び伝え合う百sk

実践の目的 生徒が夢中になって学習課題を追究オる英語学習

実践者名 第一著者と同じ

対象者 信州大学教育学部附属松本中学校 2年生 (36名)

実践期間 2007年4月"-'2α)8年3月

2007年4月より酒井英樹准教授併旨導を受けながら研究と実践を開弛

2∞7年10月 間、卜|大学教育学部附尉公本中学校2年生の英語の授業で
実践研究の

研究授業を実施.公開後，研究会，指導を受ける.

2007年12月 信州大学教育学部附属松本中学校2年生の英語の授業で
方法と箇晶

2回目研娼受業を実施.公開後，研究会，指導を受ける.

2008年1月"-'3月 2回の研究授業を中心に研究のまとめ

2008年3月 研究報告書をまとめ，報告会にて発表する.

生徒の体験やむ情から間いが立ちあがり，課題托握が必要感を伴って行われ

実践から
たとき，生徒は課題の追究に夢中になる.学習課題が生徒にとってどのよう

な学びとなるのか常に検討することで，支援がより具併切こなり，生徒の個
得られた

の学びから生徒による学び合し叫こまでつながる.また，英語の実蹴怜運用
知見・提言

力を章者尋してし、く学習におし、ては，特にねらし、を明確にしておくことが極め

て重要で、ある.
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1 .実践の概要

1.1研究テーマ

「英語で自分の考えを伝え合うことを通してEいにわかり合うよろこびを感じる英語の学習J

1.2研究テーマ設定の理由

より実醐句な英語のコミュニケーション能力の育成を図ることが求められて久しい.Taskを

用いた指導やアクションリサーチによる指導などがその具体である.Taskを用いた指導では，

従来のコミュニケーション活動に比べより現実的な場面に即した実践的な言語活動が行われ，

学習した知識を総動員して学んでいくところに特色がある.この指導はTaskを解決するために

英語を用いていくので，学習者主体の学習明舌動カミ行われ， Taskの解決を図ろうと活動に集中

して取り組むことで，英語を使うことに面白さを感じ， Taskの解決と相侯って英語学習への関

心意欲も増すことになる.また，友だちとの関わり合し、が深まるようになると，友だちとの学

び合いも深まり，自分の考えを練ることで新たな表現方法や見方，考え方を身につけらように

もなる.

習熟度:別や少人数による学級編成のなかでいくつかTaskを用いた指導を実践してきた.生徒

は楽しそうにまた，意欲的に学習に取り組みTaskの解決を行うが，確かな学びになっているの

かに不安もあった.特に目標を明確にして，その目標を達政するために効果的なTaskを設定す

ることや確かな力となったの州車切に間面す[ることが難しい.

そこで， Taskを用いた指導をより生徒の側に視育、をおいて追究オることにした.Taskを用い

た指導では，その解決をめざして追究する過程で自分の考えを表現したり，友だちに伝えたり

することで， Taskの解決や達成惑とともに見方や考え方に新しし苛見長梢尋られたり，考えが深

まったりすることがある.この学習ではいくつか留意しなければならないことがある.友だち

と追究オる前に個の学びが確立していることやより実梯句な状況を設定し生徒の知識や体験を

総動員した学びを大切にすることなどである.特に，生徒がTaskの解決に夢中になって追究す

るために，生徒にとって真に追究したし、必要感に合致した課題拒握が大切である.個の学びが

確立していることで，友だ、ちと共同でTaskを追究しようとする思し沖友だちの考えを聞いてみ

たくなる思い，友だちに伝えたくなる思いなどが強くなる.そして，互いの考えを伝え合い，

Taskを解決したときに， rなるほどそう考えるといしゅ州「そんな芳語表現もし、し、なJなど友

だちの考えそ唆現，追究の良さに学び合い，ともに考えていたことや思いをわかりあえること

でよろこびを感じるようになるだろうと考えた.

1.3指導者による樹高事項

(1)指導者

酒井英樹先生 (信州大学教育学部准耕受)

小材椎彦先生 (f割、|、|大学教育学部附属松本中学校高i地境)

平田孝司先生 肝香川|大学較育学部附属松本中学校教頭先生)
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(2)実践の概要

①実践1 単元「ホームステイの疑問を解決J

「ホームスティの疑問を解決Jの実践では，生徒たちはまず，耕ヰ書にある奈々たちの悩み

を読んで，自分が助言する立場ならどう助言するかを具体的に考える学習をした.次いで本校

ALTが実際に日本で体験した場面の英文を読み，生徒たちは同様の場面でどのように言うのか

を考えた.線市は個の学びが確立し齢、が生じ，課題追究できるように T-Fの位置づけとその

場面での具体的な一言を理由とともに考え，英語で表現することを大切にした.授業では T-F

の位置づけが不明確で，生徒の多くが問いをもち課題追究に主体的に取り組むのに時間がかか

ってしまった.

②実践2 単元「とっておきのクリスマスj

より生徒の声を大切にした授業を志向した「とっておきのクリスマス」の実践では，調査活

動を取り入れた.生徒たちがSilentNight物語を，その文化的社会的背景も理解して読み味わ

うために，まずクリスマスキ物語についてインターネットで調べた.次に，調査したことを友

だちに分かりゃすく伝えるため，既習表現を用いた英文で強調など表現方法にも留意して伝え

合い，五いの思いを理解しあった.授業では， A生がサンタクロースは幸福の使者なので，幸

福を願っているのだからthinkinghappinessを強調して伝えたところ，友だちからわかりやす

かったと伝えてもらい、充実感をもつことができた.

(3)実践1についての指摘事項

①faskのゴ、ールを明確にしたい.例えば，刺寺では， ALTの先生の言葉を見せて， rこの場面で
適切だ、ったのか，理由を英語で書いてみよう」でもよかった.

②生徒はALTの先生のことを知ろうとしていた.下F問題は生徒の意識から生じる問題にしたい.

例えばみんなALTの先生について知っていることイ可」と間い，リストアップする.そこから，

生徒が「おやJと思うことを考えてみる.

@沿utputがあると生徒の学びの動機が強まる.そこでModelの提示ができるとよい.out put 

とinputが相互に行われると学びの車蝦紛苛虫まる.

④生徒の考えをより大事に聞いて，授業を構成する.例えば下Fでみんなは朝食に何を食

べる.そうだよオユみんなが朝食にシリアルなどがでたらどう思う.Jなど，生徒の知っている

ところから授業をつなげたい.また，百四水yo札と書いて表情を変えるという班もあったが，そ

こで「なぜそう考えたのjと問い返してやることで，昨日手にとげのない言い方をしたかったか

らJなどの答えを引き出したい. (以上酒井先生からの指摘)

~軒面をどう位置づ、けるか.本時は「伝えるJ となってしもがそれは書くことカ通話すことれ

単元の目標の中につける力をより明確に鋭角的にする.r自分のこととして」という言謎が多す

ぎる。そこを明確にすることでつける力もはっきりとする.(副校長先生併旨櫛

(4)実践2についての指摘事項

①伝えたい思し、と分かったとし、う思、し、は必ずしも一致しなくてもし、い.

@糠業の終末で，新しい'情報を知ったぞ、という思いが生徒のなかにあることが大事.
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③阻止を用いた授業という点では本時の授業展開はよい.本物の話は聞く方も真剣になる.

④調べて自分でまとめ発表して相手に伝えるとしづ支援は適切で、あった.

⑤今後の課題として自分たちで発表をプレゼンすることや，イラストやジェスチャーなども活

用することがあげられる.

⑥生徒が情報を持っていて，生徒が伝えているのだから，生徒に返すようにしたい，例えば

発表で、Festivalとし、う言葉が出てきたが，教師はDidyou凶kaboutfi剖 val? Who匂肱?などと問

い返したかった.(以上酒井先生からの指摘

⑦全体発表の前に行ったモデ、ルのグ、ループにもっと支援を入れておきたい.声の大きさ，スピ

ード，明瞭さなど徹底したかった.

③伝える中身が大切.何をどうやって伝えるのかをさらに1錆すしたい.
⑨今回最初の三つの班は声量が弱かった.そこを克服させたい.練習してもう一回挑戦して克

服し，高まったところを評価したい.

⑮授業の終末で「今日，知ったことは何かな」と自分で振り返り，成果を確認できるとよい.

⑪ロング、スパンで考えて，課題をどうステップアップしていくか自ら考えられるように.

(以上副校長先生からの指櫛

⑫伝え合うことの基本は声の大きさ.そこを日常から指導したい.

⑬自分の発表をしっかりやりたいとしづ意識と相手にわかるように伝えようとすることに意識

の差があった.伝えようとする必要感が薄いのは生活に密接した内容ではないこともある.ま

た，自分の調べたことと友だちが調べたことの接点がないと，盛り上がりに欠ける.

⑭伝え合うとし、う視点で3年間を見通し指導を検討したい.中学3年生で適正な声量でメッセ

一、ジ性の豊かな内容を伝えるために，各段階でどうすすLばいし、のか，文法や発表立ア法，総合力

などとともに検討したい.(.以上教頭先生からの指捕

2.実践の具体(その1) 単元「ホームステイの疑問を解決j

2.1 単元設定の理由

A君は自分の夢をIwantωbeazoo 10伊t1 research a四凶lmo北町.とまとめ，友だちとの対話を

不安そうに始めたが，友だ、ちがzoo 10伊tとしづ表現を理解し， Why?やWhat's a zoo 10伊t ? 

と対話が続くことで，自分の考えが相手に通じことに喜び，自分の表現に自信を深めることが

できた.このようにA君は英語学習において友だちとの関わりに楽しみを感じている.

そこで、， 単元の導入で生徒たちがホームステイのガイドブックを読み，コミュニケーション

のあり方を問う T-F問題を通し，コミュニケーションが大切であることの具体的な内容を考え

られるようにする.次にホストマザーと慎のベッドメイクについての対話を，自分の

立場を選ぶT-F問題を通して考えることで，アメリカの家庭でのホームステイを慎がどのよう

に過ごしたかを自分のこととして考えられるようにしていく.

そして， ALTの先生が疑問を感じる場面の英文を生徒たちが読み，状況やむ情を理解し， rこ
の場面で自分がALTの先生ならどんなことを言うのかjと発問し，理由とともに友だち同士で

伝え合うことで，互いの考えを分かり合い具榊句な一言の英語表現を味わえるようにする.
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このような指導を経て， A君が友だちの考えた一言々哩由を聞いて，英語の表現はいろいろ

あるけれど，考えた理由を友だちと分かり合い，異文化で生活して困ったことがあったら相手

の気持ちを考えながら，自分の考えを伝えようとすることが大事だということを実感として学

ぶことができるようになってほしし立考えて単元を設定した.

2.2研究テーマに関わって

学習を深めるなかで、生徒にとって問いが生まれ，それが学習課題となり，追究が始まること

を大切にしたいと考えてきた.そこで，可能なかぎり現実に則した学習課題が生徒の問し、から

生じ，その学習課題を生徒が既習の知識を総動員しながら追究し，解決していくことで自分の

考えや気持ちを英語で伝える力を高めたい.そうす寸しは伝えたい思いをもってコミュニケー

ションをして，互いに分かり合えたときの喜びが，楽しさにつながると考えた.

本単元で生徒は，単元での学びを深めていくことで，コミュニケーションの大切さとは，相

手を理解したいという気持ちと伝えたいことをもって，相手のことを考えながら，自分の意思

をはっきりと伝えることであると気づいていくだろう.

耕市の支援では二.~#.に亘有、を置いた.一つは円問題である。 T-F 払唱に，学習課題の追究

で参考となる内容や言己主を入れることで，その人の状況や心'情などについて考え，自分ならど

うするか考えるきっかけとなるものとした.

もう一つは友だ、ちとの追究で深まる授業形態である。学習課題の解決にむけて追究していく

とき，個人で考えた内容を頭頂と検討し合うようにすることで，新たな視続得たり，自分の

考えや表現方法に自信を得たり，自分の考えそ表現のミスに気づき修正したり，やる気を得て

課題の追究に向かったりすることが可能であると考えた.

2.3 学びの姿

(1) ALTの先生の状況に自分を重ねて考えるA君

個 耕市22A ケリー先生の:閃兄はわかった.なんて書こうとしてし、るの.

人 Al うんわかったんだ、けど，なんて書けばいいのか・・・むずかしい

追 教師22B どこカイ以たケースがなかったかな.

究 A2 奈々のケース.

教師22C そうだね.それをヒントに考えて書いてみたら

A3 なるほど. (書き始める)

教師22D どう書けた.

A4 消しちゃった.

教師22E えっ.どうして.

A5 自信がない，ほんとに言いたいこととじゃないような気がして.

教師22F それならいい.その気持ちを大切にして.

この場面で， A君はALTの先生の掬兄を考えて，自分の言葉で書きたいと思うようになった.

ALTの先生の尉兄にもし自分がし、たらと考えて， Thank you， 1 enjoy.と書き換えた.A君は

理解したことに自分をあてはめどうするか考え，言うことを明確にして，知識を総動員し英文

にした.A君は学習課題を追究する前に，何を考えればいいのかを明確にしようと，自分の考

えを練ることによって，自分の考えはっきりさせて学習課題の追究ができるようになった.
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(2) 班で友だちと追究するA君

全 耕市23 uKPl伺sestop. Now is the白田totl血Ikwithyour企iends.Pl由民st叩・ OK

体 StJ叩 Please

追 毒姐市おA (机間指導) (ざわつく)自分の意見伝えている.

究 A6 -・得点笑いする)

(お英文分析

頭王 百四曲(y'佃.It'sv句rgαxl. I'm sorry， but 1畑山田tthem for moming. 

生徒 個人の考え その英文の理由

A君 百四Ikyou 1 eryo:手 口 口 口

C君 OK Let's eryoy. Youmust鈎IIDetimes剖世紀皿

so町e1叩 1't剖世回nform佃ring
D君 I'll剖曲師1伽 hmch Hem田t伺I血担1百teym剖e血四lωhar札

I'll剖 them伽 hmchI田正t舗 lunch.

Eさん 百四Iky叩I剖世間乱 Bα:ausehiswi島m剖c白田1SOhaId.

百阻止 y叩， b凶 1don't like ri∞and Bα:ause his wife made th四1SOhard
IDISOsm司pforbn誠白st.

Gさん 百ank:y'叩Ienjo:歩 Kelly's企iendar凶Fr古田d'swife are very glはxl

It's vi町rgαxl.Bt延1don't like Ri民組ld Fおple.

L 一一

島1iso回甲伽b悶凶st.I'm sorry. 

ALTの先生の立場になって具体的な一言を班の友だ、ちと考えた.A君は百四企you1叫0手と

考えていたが，友だちと相談することで百四水y∞.It'sverygood.が班の意見となった.A君は自

分の考えがみんなと閉じことや，考えを伝えて同意されたことにうれしさを感じた.A君が自

分の考えを伝えようとし，友だちも受け入れていったことがうかがえる.それは A君が

ωmmuni倒 onisin駒蜘正を実際に体験している時間で、もある.

理由を表す英文を考えるときは，個人追究のときに，はじめA君は十分な英文を書けなかっ

た.この状況で何を言ったらしW、のカ当選っていた.しかし， r友人や奥さんがし、し、人だJとし、う

Gさんの意見や「一生児斬削乍ったから」とし、う D君の意見などが出て， EさんのI'm鈎町ヲbutI

伺n't雌血emfor moming.とし、う意見にまとまった.自分の考えを明らかにして英文にまとめるこ

とができなかった A君は友だちと話し合うことで，新たな考えを知り， r友人や奥さんが一生

懸命つくったからJ気持ちを傷つけないように， I'mω町~butI 姐l't剖 themformom時.がし、し、

と考えられるようになった.友だちの考えを聞いたり，自分の疑問を投げかけたりすることで，

どう表現したらしW、かわからなかったことが明らかになり，その内容を英語で書くことができ

るようになった.友だちと学び合うことの成果である.
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(4) A君の振り返り

ALT先生の日本での悩みをみんなで考えていろいろな意見があって面白かったし，他の国か

ら来た人I詩牝や食べ物の悩みがいろいろあって，でも気持ちを言うときはほめてから自分の

意見を言って，相手を悲しませないようにしているなーと思いました.

彼にとって本時の学びは「自分の気持ちを言うときは，相手の気持ちに画自重して，相手をほ

めてから，自分の考えを言うということが犬切だと分かったJというところにあった.本時の

学習を通して，実際に英語で自分の表現や考えた理由を班員に伝えようとすることで，実惑と

して感じたことでもあろう.

2.4 成果と課題

(1) 学習課題について

本時の学習課題が設定されたのは T-F問題が終わったときだった.ALTの先生の言葉を見せ

て， rこの場面で適切だったのか，そう考える理由を英語で書いてみようjがよかった.意味を

重視して，友だちともに考えることで自分の考えを表現できるようにしたい.

(2) 生徒の考えを大事にした支援

生徒の知っていることから話を広吠問いを立ち上げ，学習課題へつなげたい.つまり，生

徒の視線から授業を構成することをより留意し，学習課題の設定そ害賠在握，課題追究に生徒

が乗り込んでいくことを大切にしたい.そのために，生徒が考えたくなることは何かを常々意

識オる.生徒の実態と学習課題の関連をより深く考えて，授業を構成したい.具体的な手だて

として，単元の中に調査活動を取り入れ，調べたことを発表することをきっかけとしたい.

3 実践の具体(その2) 単元「とっておきのクリスマス」
3.1 研究テーマに関わって

(1) A君の姿から学んだ「乾Fの場づくりJの構想

A君は麟オに出会い問いをもっ場で，考えを表出することや身近で具榊句なことを考えるこ

とで，考えることが明らかになり興味や意欲も高まって追究したいことが明確になってく.そ

こで，友だちと追究する前に自分の考えを練っておくと，伝えようとする意欲が高まる.そうな

ったときに，自分で調べたり，興味が同じ友だちと調べたことをまとめたりすることで，他者

の思いを確認したくなるように支援寸る.

そして， A君は友だちとのかかわりから学んだことを振り返り，新しく知ったことを見つめ直

し，自分の考えを書いていくときに，振り返ることを明確にすることで，学びを深められるよ

うにしたい.

(お 調査活動の教材化

性徒が調べたし、とリストアップしたこと)

①クリスマスプレゼントの意義やサンタクロースの願いは何か

②オーストリアのクリスマスの様子と日本を比較する.

③オーストリアの国やオーベンドルフの街，人々の様子について

笹沼品entN取htの曲，歌詞の意味について
信濃美軌クリスマスキャロルについて
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⑥クリスマスの食事やアイテムとクリスマスに寄せる人々の思い・クリスマスの目的

〈調べ方〉
-判長全体で追究しイ云え合うことを確認し，調べることを6点あげて，調べたし、項目の希望
をとり，上限の人数を8名として班を編制し，インターネットで検索して調べる.

〈予想される英文)
・百1ereis a sar血 CIausin Fin1and. He w迦位avelall over the world ωsendα凶諸国S戸田C臨 .He
WaI亜smanyc凶drento be happy .・P∞pleinA田凶aヰ>endgoing to chm吐1atα凶甜nasω伊郎
-友だちにわかるように伝えるためにはどうす寸もばしW、のか問し、かけ，できた英文も班員に
開いてもらい，伝えたいこと州云わった村鶴、し，既習表現を用いた英文にしていく.
(発表の住方〉
・声の大きさ明車さ，間，抑揚，強調など表現方法を工夫することで伝えたいことが友だち
に伝わるようにする.また発表後，聞いていた友だちの感想を発表者に返すことで，伝え
合いわかりあえた実感がもてるようにする.
〈予想される生徒の意識の樹も〉
①自分の思いや考えを伝えることは楽しし¥で、ももっとうまく伝えることができないか.
②自分の思いなどを互いに伝え合うことをもっと体験したいな.
@勅語の背景のクリスマスやがバンドルフのこと，キリスト教lこついて調べてみよう.
⑬周べたことを友だちに伝え物語の背景を理解するために友だちが知りたいことは何かな.
e漸しし事実そ考え方を変えるような情報はないかな.
⑥聞いていてわかりやすい文量はどのくらし、だろう.班のメンバーに確認してもらおう.
⑦友だちが齢、てし、てわかりやすし、英文つてなんだ、ろう.難しい単語を使ったり知らなし情
文で作ったりした英文ではわからない.今まで、に学習した構文や単語を使えばし、い.

⑧話し方はどうすすUまいいんだろう.伝えたい内容を表すキーワードを強調したり，その前

聞を作ったりしたらどうか.大きな声でE雅に発音することも大事だ.
⑨友だちに話した内容が分かりやすかったと言われて， 自分がイ云えたかったことがイ云わった
と実感できた.聞いている人の立場になって考えて，学習した表現を使った英文や瑚脅す
る表現を使うことで，こちら根肋ミ伝えたいことが伝わるんだ.
⑩やっぱり学習した構文や単語， 日本語を使うなど聞いている人の立場になって考えないと
いけなかったな.朗読のときにはそこに気をつけてもう一度やってみる.

3.2 学びの姿

(1) 自づ初メッセージを伝えようとするA君

9:02 教師37 A君の言葉で伝わってきたメッセージつてなんですか.1君，どう.

12 幸せの使者とし、うところが千也の英文と混ざっていてわかりやすかっ

た.

教師38 幸福の使者って伝わったって.いかかがですか，感想、は.

A2 よかったです.

教師39 伝えたかったんですよ.そこを強調したい，そこを強く読もうって

何回も練習したんだよ.

この場面でA君は百血面ngh帯血部怠も幸福の使者も指周して話せたが，覚えたとし、う自信が

十分でなかったため，メモを手にしてチラチラ目にしている.I2の発言の「幸せの使者という

ところ糾也の英文と混ざっていてわかりやすかったです」は， A君にとって伝えるために，強

調して話すように努めてきたことが成果として報われた一瞬であろう.A2の「よかったです」

。。
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には完惑がこもっていた.A君は，友だちに自分の伝えたかった「サンタクロースは人々の幸

福を願っている」としづ内容を百m幽宅happin悶 isや幸福の使者を強調して伝えるようとし，
実際にその内容が友だちに聞き取られ， rわかりやすかったjとしづ思し、を伝えてもらい，英語

で互いに伝え合うよろこびを実感オることができたのである.

(2) A君の本時の振り返り

A君 |各ジャンルごとの発表を聞いて，きよしこの夜に関車していろいろなことがわ

かつてよかったし，自分が伝えたかったこと州云わってよかったです.

A君の「自分が伝えたかったこと」の具体は官加面nghappiress is irr駒醐亜伽sar血 官町田H

santa“幸福の使者円である.彼は，この文の内容を友だちに伝えるために，全文を声量豊か

に話すことと強調して表現することを大切に考えた.伝えたいことは何かを考えぬいて，

百血耐理加開臨Sと“幸福の使者"を指周して話そうとした.A君はサンタクロースはなぜプ

レゼントを贈るのかが謎でインターネットで調べ人々の幸福を願っていることをつきとめた.

発表終了後に友だちから A君の発表がわかりやすく「幸福の使者」とし、うところが百曲面ng

h卯血舗などほカミの表現とともにわかりやすプかった」と言われ， rうれしJうりた」と答えている.

それは自分の今までの取り組みゃ意図して練習したこと、友だちへの思いなどを理解してもら

ったと感じたからであろう.伝わったことがわかりうれしさを感じているのである.

(3) A君の班の英文分析・クリスマスプレゼントとサンタクロースについて

生徒 英語表現 表現の工夫

C君 sar血∞mesfrom StNi∞ms. Bα加 sehe伊 rea lot of 強調 (StNII∞ms)

clu油田戸目白血.百tereisa s回y，leg叩 dof臼I血

B君 Someday sar血世間:Wgold ∞inir白血epoor白mily.百悶1 強調(gold∞，in)

血e∞，inis並即位le銅山.

H君 百le白nu砂becameh1明'y. B出現ISetheyh腕 mo阿・ 強調(加PP:手)

A君 百曲面nghappin錨 isirr脚出廷forS加13.百1可国llSar血 強調(百直面ngl判明ne

“幸福の使者 /“幸福の使者" ) 

D君 Some Chr団組 sentpoor問 plepres巴幽m明治時代m 強調(明治日寺代，大正時
均四l Alrnost all均四lese回11:presents in大E時代. 代)

C君 sar血加seight tonaikais.百E鵠 namesare ‘'Tashya‘: 5髭周(百鵠names)

“Fransa"，“Dolta"，.一“q平i44F4ιωnnl岡“.

耕市は「自分が聞く立場だ、ったらこの英文はわかりやすし、かな」と繰り返し尋ねた.A君は

教師の助言を聞いてすぐに，既習表現を用いた英文を書き始めた.最初の英文の百車両時

加pp並臨Sおはこの単元で学習した表現である.rサンタクロースは平和の使者なんだ」というこ

とをどう伝えるかも，学習したωHA+Bの表現を思し、出して英文にまとめている.この傾向

はC君やB君にも見られる.A君は話し方も考えて，伝えたい内容をあらわす言葉を強調して

話すことを大切に考え何度も練習した.
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3.3 成果と課題

(1) 学習課題について

考えを伝え合うとはどういうことかさらに究明したい.発表が終わり「どんなメッセージが

伝わったのかな」と郡市が発問したとき，学習内容について新しし情報を得たという思いがよ

り確かになるようにしたい.

(2) より生徒の考えを大事にした支援

学習課題が生活lこ根付し、てし、る，生徒の生活や考えの中に入ってきているかが大切.そのた

めに，自分の調べたことと友だちが調べたことの接点がもてるようにしたい.

(3) 考え方や見方を学び合う授業を志向する

本時で、は自分の発表した内容カミイ云わったかを友だ、ちの言葉から味わい，わかり合える完惑を

大切にしたが，生徒からすると伝わった結果に重きをおくようになってしまった.学習してい

る生徒がともに学び合うことで見方や考え方を深められるような授業にしたい.

4.二つの実践からの成果

単元終了後の生徒の振り返りでは， rよかった」としりた言葉も見られた.これらの生徒たち
に共通していたことは学習課題がその生徒たちに興味のあるものになっていたこと，友だちと

ともに追売することで自分の表現や考えに自信を深めたり，新たな見方を知ることができたり

したことがあげられる.自分の考えを伝えることで意図したことが相手に伝わったこと，友だ

ちの考えを知って「わかった」という実感をもてたことが大きい.

よろこびを実感できなかった生徒はどうか.学習課題が生徒にとって真に追究したくなるも

のであるかが大切となる.生徒の体験やむ情から間いが立ちあがり，課題把握が必要感を伴っ

て行われたとき，生徒は課題の追究に夢中になる.

生徒が自分の知識や体験などを総動員しながら英語の実騨悦運用力を獲得してし、く学習に

おいては，ねらいを明確にしておくことが極めて重要である.つける力を精選し，その上で生

徒の自主性を尊重した学びを構成するようにすることが大切であるこの授業でこんな英語の

力をつけたい」というねらいを常に明確にする.

支援を具榊句なものにしていくために素材の本質的な価値の托握と耕オ化を，生徒の視存、を

大切にしながら行し、たい.rこんなこと学習したら生徒はどんなことを思うかなJということを

思いながら日々の授業を構想し実践する.

(2∞8年6月30日受付)
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